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DFAIII摂取

Ca吸収促進

骨は強く
なるか？

結論 DFAIIIを食べると骨は強くなる

1.病態モデル～胃切除系（Ca吸収の重度障害系）
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DFAIII 摂取は胃切除によるCa吸収不全、

骨障害を改善する
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対照群 DFAIII
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尿中D-Pyr排泄

骨の構成物質で、
骨がこわれた際に
尿中へ排泄される

デオキシピリジノリン

= D-Pyr

DFAIII 摂取は胃切除により上昇する

骨をこわす作用（骨吸収）を抑制する

抑制

上昇

2.自発運動系
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DFAIIIの摂取と運動の組合せは、

大腿骨全体の骨密度、骨強度を高める
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DFAIII摂取と運動はCa吸収を促進する

Ca吸収率

a
bb

ヒザ側の骨密度
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DFAIIIの摂取と運動は、

大腿骨ヒザ側の骨密度を高める

DFAIII摂取と運動、

それぞれ単独でも上昇

（近位骨端）（骨幹）（遠位骨端）

研究の背景と目的

DFAIII = Difructose anhydride III
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・フラクトース２分子が
　環状に結合した
　非消化性オリゴ糖

・大量生産法が
　確立されている

運動をしても、DFAIIIによりカルシウム吸収を

上げないと、大腿骨の骨密度、骨強度は増加しない
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DFAIII摂取と

運動の組合せで
さらに促進
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